
11月は
児童虐待防止
推進月間です

― 子育て支援ネットワークの強化に向けて ―

みんなの力で
子どもを守ろう
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みんなの力で
子どもを守ろう

主催 ： 厚生労働省　　共催 ： 大分県、別府市

参加のご案内

平成25年11月16日(土) 10:00～17:00
子どもの虐待防止推進全国フォーラム inおおいた

大分県出身タレント　穴井夕子さん



平成 25年 11月 16日（土）
10：00～ 17：00

開催日時

800名程度
【手話通訳有】

参加定員

別府国際コンベンションセンター
B-Con Plaza（ビーコンプラザ）
（大分県別府市山の手町 12‒1）

会　　場

無料

参 加 費

厚生労働省

主　　催
大分県、別府市

共　　催

　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われるなどの重大

な事件も後を絶たない状況にあります。児童虐待問題は社会全体で解決すべき重要な課題であり、虐

待の発生予防、早期発見・早期対応から虐待を受けた子どもの自立に至るまでの切れ目のない総合的

な支援が必要です。

　厚生労働省では、毎年 11 月を「児童虐待防止推進月間」と位置づけ、児童虐待問題に関する社会

的関心の喚起を図るため、集中的な広報・啓発活動を実施することとしています。

　この児童虐待防止推進月間の取り組みの一つとして、国民一人ひとりが児童虐待問題に対する理解

をより一層深め、主体的に関わりを持っていただくため、「子どもの虐待防止推進全国フォーラム in

おおいた」を大分県別府市で開催します。

　是非ご参加ください。

趣　　旨

みんなの力で子ど



ー子育て支援

  10：00～ 10：20 開会式

・開会挨拶

・平成 25年度児童虐待防止推進月間標語最優秀賞（厚生労働大臣賞）の授与

  10：30～ 12：00 基調講演

みんなの力で子どもを守ろう
 ー子育て支援ネットワークの強化に向けてー

会場で民間団体等の児童虐待防止に向けた取組をパネル展示します。

パネル展示

プログラム

    9：30～ 開　場　

川﨑二三彦氏

〈プロフィール〉
子どもの虹情報研修センター　研究部長

1975年、京都大学文学部卒。京都府の各児童相談所で心理判定員（児

童心理司）及び児童福祉司として、約 30年あまり相談業務に従事。

京都府宇治児童相談所相談判定課長を経て、平成19年4月から現職。

　現在、社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関

する専門委員会委員、全国児童相談研究会（児相研）代表委員、日

本子ども虐待防止学会理事など。

もを守ろう



ネットワークの強化に向けてー

「虐待防止のための
 地域の取り組み」

●コーディネーター

山岸　治男氏（日本文理大学 教授）

●パネリスト

安部　計彦氏（西南学院大学人間科学部社会福祉学科 教授）
小川　由美氏（NPO法人アンジュ・ママン 施設長）
原尻　亜耶氏（別府大学短期大学部 専攻科初等教育専攻 １年（学生））
松永　　忠氏（児童養護施設光の園 施設長）

「育てにくさを
 感じる親への支援」

●コーディネーター

五十嵐　猛氏（大分県発達障がい者支援センター「イコール」センター長）

●パネリスト

高祖　常子氏（NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク 理事）
田中　慶子氏（世田谷区発達障害相談・療育センター「げんき」副センター長）

本田しのぶ氏（大分県中津児童相談所 副主幹（児童福祉司））

「虐待防止のための
 母子保健のあり方」

●コーディネーター

藤本　　保氏（大分県医師会常任理事）

●パネリスト

大江　洋美氏（堀永産婦人科医院 助産師 副師長）
佐藤　拓代氏 （地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立母子保健総合医療センター企画調査部長）

豊田　まり氏（別府市健康づくり推進課主任）

「虐待を受けた子どもの
 社会的養護のあり方」

●コーディネーター

出納　皓雄氏（大分県児童養護施設協議会 会長）

●パネリスト

安藤　哲也氏（NPO法人タイガーマスク基金 代表理事）
河野　洋子氏（大分県こども・女性相談支援センター（中央児童相談所）主幹（里親担当））

山縣　文治氏（関西大学人間健康学部 教授）

分科会ごとに内容を報告していただき、全体のまとめを行います。

児童虐待の予防には、子育てに対する親
の負担感の軽減や、親が子育てを楽しめ
ることが大切であり、地域における実践
報告と今後の展開について議論する。

子どもの特徴に合った対応方法を見つけ
る支援が、親の負担を軽減し虐待予防に
つながることについての実践報告と、さ
らなる可能性について議論する。

社会的養護の今後の課題である、家庭養
護の推進と自立支援の強化などについ
て、各機関の実践報告と今後の展開を議
論する。

概　要

概　要

児童虐待を防ぐための、育児不安を持つ
親に対する早い段階からの支援や、母子
保健との連携について、実践報告と今後
のあり方を議論する。

概　要

概　要

  13：00～ 15：30 分科会

  15：50～ 16：50 全体会

  16：50～ 17：00 閉会式

第１
分科会

第２
分科会

第３
分科会

第４
分科会
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会場へのアクセス

「子どもの虐待防止推進全国フォーラム
inおおいた」事務局

〒870-8501
大分市大手町 3-1-1 大分県庁こども子育て支援課
097-506-1739

郵送先

F A X

参加申込書送付先

ご本人様宛に参加証（はがき）を送付いたします。
当日はこの参加証をお持ちください。
※11 月 11 日（月）までに参加証が届かない場合には、事務局
までお問い合わせください。

参加証の交付

１歳～就学前までのお子様をお預かりします（定員
20名、先着順、無料）。託児のご希望がある場合には、
参加申込書に必要事項をご記入の上、事前にお申し
込みください。当日のお申し込みはできません。
※保険証、着替え、おむつ等必要なものは、各自お持ちください。

託児のお申し込み

・会場にて業者がお弁当を販売します（会場近辺に
は飲食店が少ないです）。あらかじめ必要数を把
握したいので、購入希望の有無を参加申込書に記
載して下さい。
代金は、当日の朝（～ 10:00）会場にて業者に直
接お支払いいただき、食券をお受け取りください。

・宿泊の斡旋は行っていません。

その他

●徒歩　JR別府駅から西へ 1.3km（徒歩 15分）
●バス　別府駅西口 3 番のりばより、行先番号③（扇山団地行き）、
または行先番号⑧（スギノイパレス行き）で約5分。大人片道160円。
●車（別府 ICより）
別府 IC を降りて、１つ目の信号を左折し、また次の信号を左折し、
道沿いに約 10分。
※ニューライフプラザ東側に臨時駐車場（無料）を設けますのでご利用下さい。

●空港直行バス利用方法

●厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止対策室 ……03-5253-1111（内線 7800）
●大分県福祉保健部こども子育て支援課 …………………………097-506-2707
●別府市福祉保健部児童家庭課 ……………………………………0977-21-1239

お申し込み締切
平成 25年10月25日（金）
（電子申請は 23時 59分に受付終了）

当日消印
有　　効

大分空港 別府北浜

別府駅

ビーコンプラザ35分 タクシー約 10分

徒歩約 15分 or バス 5分徒歩約 10分

( 以下の方法でお申し込み下さい )

❶　電子申請フォーム
（パソコン・携帯電話からのお申し込み）
下記アドレスにアクセスするか、ＱＲコードを読
み取り、入力フォームに必要事項を入力してお
申し込み下さい。

https://www.egov-oita.pref.oita.jp/Sk
sJuminWeb/EntryForm?id=T1TTszU7

❷　郵送またはFAX
参加申込書に必要事項を記入のうえ、送付して
下さい。

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブ
の登録商標です。

お申し込み方法

P

P

PP

至・大分 IC

至・大分

大分自動車道 至・日出JCT

至・湯布院 IC

別府 IC

別府駅
JR日豊本線

国道10号線
至・福岡

リムジンバス停
「別府北浜」 別府国際

観光港

西口

東口

別府公園

富
士
見
通
り

九
州
横
断
道
路

青
山
通
り

野口原総合
グラウウンド

ビーコンプラザ
B-Con Plaza

別府市役所

ニューライフ
プラザ

京大地球熱学研究施設

北浜 別府湾

SRHPM
取り消し線

SRHPM
テキストボックス
11月8日(金)まで延長

SRHPM
取り消し線
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（「子どもの虐待防止推進全国フォーラム inおおいた」事務局）
※〈郵送の場合〉　〒870-8501 大分市大手町 3-1-1 大分県こども子育て支援課あて

ＦＡＸ送信先　097-506-1739

参　加　申　込　書 申込締切：10/25（金）
お名前

フリガナ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　）

ご住所

（　男性　・　女性　）

※「○」をつけてください。

連絡先

託児のご希望

車いすのご利用

分科会のご希望

お弁当のご希望

所　属

一般 ・ 都道府県庁 ・ 市区町村 ・ 児童相談所・保健機関 
医療機関 ・ 教育機関 ・ 保育所・児童養護施設 ・ 里親 
ファミリーホーム・児童委員 ・ 民間団体
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　―　　　　

電話番号 （　　　　　　　）FAX番号

※車いすスペースご利用の方は「○」をつけてください　　　　　（　　　　）利用する

※1歳から就学前までのお子様。定員 20名、先着順。

特記事項 ※アレルギーの有無、保育スタッフに伝えておきたいことなどあれば記載してください。

フリガナ（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　歳　　か月　／　男 ・ 女　）

フリガナ（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　歳　　か月　／　男 ・ 女　）

お子さまの
お　名　前

お子さまの
お　名　前

（　　　  　）参加証の
送 付 先

※個人情報は本フォーラムの運営に関する以外の目的には利用しません。

※希望する順に番号を記載してください（第２希望まで）。
なお、会場の都合により、ご希望に添えないことがありますので、ご了承ください。

※会場にて業者がお弁当を販売します（会場近辺には飲食店が少ないです）。
あらかじめ必要数を把握したいので、購入希望の有無を教えてください。
代金は、当日の朝（～10：00）会場にて業者に直接お支払いいただき、食券をお受け取りください。

（　　　）第１分科会「虐待防止のための地域の取り組み」
（　　　）第 2分科会「虐待を受けた子どもの社会的養護のあり方」
（　　　）第３分科会「育てにくさを感じる親への支援」
（　　　）第 4分科会「虐待防止のための母子保健のあり方」

（　　　）希望する　　（　　　）希望しない　　※お茶付き 600 円（税込み）




